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巻頭言

レジリエンスとインフラの維持管理
中　ଜ　　　ޫ

東日本大震災以降，レジリエンスという言葉をよく
ฉく。レジリエンスは，性ྗや復元ྗという日本ޠ
༁が༩えられるが，心理学で「ࠔ難な状گにもかかわ
らず，うまく適応する能ྗ」という概೦で用いられて
いた。この概೦が災害との関で広く用いられるよう
になり，現在，政はφシϣφル・レジリエンス（国
土強ᯰ化）として，災害をもたらす֎ྗからの「防ޢ」
にとどまらず，国や地域のࡁܦ社会のシステムશମの

「ྗ߅」，「回復ྗ」の֬保をਪ進している。
災害リスクに対し，レジリエンスな社会を構築する

ためには，以下の 5 項目が必要と思われる。まず，Պ
学的ݟに基づき「①リスクの明֬化」を行い，「②リ
スクの社会的理ղ」をଅす必要がある。その上で，社
会のҙࢤを౿まえつつ，作用をݮする方策である「ᶅ
リスクの؇和」，作用に対して防ྗޢを向上させる方策
である「ᶆリスクに対する対策」，災害発生時のリスク
をݮらす方策である「ᶇリスクに対する対応」を適切
に組み合わせた४備をਪ進していくきである。

このような考え方を，維持管理に適用したらどうな
るであろう。リスクの明֬化は，第三者ඃ害や構造物
のഁյが生͡る可能性と，そのときの社会的なӨڹ

（ଛࣦ）がどのఔになるかの明֬化である。期
ベースの考え方では，リスクはෆ۩合の発生֬率と発
生時のଛࣦのֻけࢉで定ٛされる。ෆ۩合発生の༗ແ
のݕ౼だけでなく，ଛࣦまでもݕ౼しなければ，リス
クを明֬にしたことにならない。

リスクの社会的理ղは，子トンωルఱ井൘のམ下
事ނをܖ機にして֨ஈに進んだと思われる。しかしな
がら，国ຽの多くが近な題としてೝࣝしているか
はٙである。アメリカ土学会では，国ຽにイン
フラの現状をらせることを目的に，橋梁，ダムな
ど 16 の部で，༰ྔ，状ଶ，維持管理能ྗなどの 8
項目をධՁし，その݁Ռを 4 年に一公දしている。
2013 年൛はΦόマ大౷ྖがԋ説での引用を࢝め，多
くのメディア・マスコϛに取り上げられている。一般

市ຽや管理者，あるいは政治家に対して，インフラの
現状やリスクをपするྗが日本でも必要である。

リスクの؇和は，ྼ化をଅ進する要Ҽをݮらすこと
に対応する。1990 年にスパイクタイヤค͡んの発生
の防止に関する法が発布されてから，ౚ݁防止ࢄࡎ
布ྔはܹٸに増加した。そのӨڹによるԘ害が，本֨
布からࢄ 25 年ܦった今後，より一生͡ることが༧
される。また大型ंのコンクリートচ൛に༩えるӨ
࣠，はڹ 重の 12 にൺ例し，ർ࿑が大きな題となっ
ている。このような題をࠜ本的にղܾするためには，
ྼ化をଅ進する作用のݮを図る必要がある。作用の
ݮとしては，水まわりのॲ理など，構造物が作用を
受けにくくする工夫も必要である。

リスクに対する対策は，ॳ期࣭の高い構造物の建
設，֬かなݕ，༧防保શの実施，ྼ化進行の正֬な
༧測，構造安શ性のஅ・ධՁの適切な実施，༗効的
な補修・補強，ྼ࠶化を防͙ための工夫，などがڍげ
られる。今年公දされた政のϩϘット新ઓུでは，
センサー，ϩϘット，非ഁյࠪݕ技術等の活用により
ݕ・補修を高効率化することを目指しており，新た
な展開も期される。ただし，技術をいこなし，
அをするのは技術者である。技術者のҭ成なくしては，
対策の適切な実施もありಘない。

リスクに対する対応は，ෆ۩合が༧ݟされたときあ
るいは発ݟされたときに，安શ性をԿに適切にஅ
できるかである。また，安શ性の下がೝめられたと
きに，Կに適切なॲஔができるかである。そのため
には，ଈ時対応のମ੍を事લに構築し，அやॲஔが
できる人ࡐҭ成が最も重要な要݅になる。

インフラの維持管理をレジリエンスと関させ，5 項目
に分けて考えてみた。ݸ々の項目はΣイトのҧいがあっ
たとしても，όランスよく実施されることが，自વ災害に
対しても，維持管理に対しても大切ではないだろうか。
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